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共通デｰタファイル形式CFIを用いた

地質構造可視化のためのデｰタベｰスシステム

宮嶋繁1一古宇田亮一2)･山口

触3)･星野一男4)1原田芳金5)

て.はじめに

地質環境の長期変動予測システムの研究開発が,

現在進められている.これは,廃棄物処分を含むさ

まざまな応用に有用と期待されている.初期の調査

段階において,予測システムで使用するためのデｰ

タ管理システムの必要性が論じられた.そして,地質

関連情報,特に地質構造を中心とした画像化及び変

動予測に対応したデｰタベｰス管理システムの研究

開発を行う事になった.

このデｰタベｰス管理システムは,地質条件の長

期変動予測システムに対応するデｰタだけでなく,他

の研究者やコンピュｰタシステムでも利用可能なデ

ｰタ･オｰブン思想を基本コンセプトとしている.ま

た,デｰタベｰスのオｰブン利用を実現するために,

汎用性を求めたデｰタファイル仕様(古宇田,1992)

を検討し,そのデｰタ形式を標準デｰタファイル形式

(CommomFi1eIntefaceFormat)と名付けた.

本稿では,地質関連デｰタの標準デｰタファイル

形式と,その適応事例として3次元地質構造デｰタの

解説を行った.また,デｰタベｰス管理システム概要

と,その試作システムであるプロトタイプシステムの

事例について紹介をする.

2､標準デｰタファイル形式

�潭浯����敦慣���琩

標準デｰタファイル形式(CommomFi1eInteface

Format)とは,デｰタを利用するコンピュｰタシステ

ムの制限を極力少なくするためのデｰタファイル形

式である.標準デｰタファイル形式の基本的な考え

方について以下にまとめておく(古宇田ほか.1996).

①標準ファイルデｰタ形式は,表形式で代表され

る文章･数値･図面･画像形式のファイルで,自己

参照的に内容が理解できる仕様である(第1レコｰ

ドはデｰタ全体のヘッダデｰタであり,第2レコｰ

ドのフィｰルド名で,第3レコｰド以降の実デｰタ

が理解できる).

②表形式ファイルは表を複数含むことができる.

③表はレコｰドからなる.

④表のレコｰドは,リタｰン･コｰド(CR)で区切ら

れる(すなわち,レコｰドのデｰタ長は不定長とな

る).

⑤表の第1レコｰドは,標題,作成年月日などを含む.

⑥表の第2レコｰドはフィｰルド名(デｰタ項目の

説明)からなる.

⑦表の第3レコｰド以下に第2レコｰドに対応する

フィｰルド値(実際の値)が入る.

⑧レコｰドのフィｰルドはタブ･コｰドで区切られる.

⑨空のフィｰルドは,一つ前のレコｰドの同位置の

フィｰルド値と同じ値をとる.

⑩フィｰルド値の欠如は,マイナス(一)で示す.

⑪表の終わりはリタｰンコｰド(CR)が連続する.

⑫表が二つのファイルにまたがる時は,第1レコｰ

ドに明記する.

⑱図面･画像形式はラスタとベクトルからなる.

⑭ラスタデｰタは,画面デｰタ列が行単位で並ぶ

バイナリコｰドである.
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第1図標準デｰタフ<ファイル全体>

アイル形式の

イメｰジ

<ファイル全体>�������

〈表1のデｰタ群〉�������

���フィｰルドのデルミッタ(区切り記号)��レコｰドのデルミッタ(レコｰドの終了記号)��

レコ■ド1標題A多作成年月日CR�������

レコｰド2第1フィｰルド名�乏フ�第2フィｰルド名�タプ.��タ第nフ4一ルド名プ��CR

レコｰド3第1フ4一ルド値�名フ�第2フィｰルド値�タプ��夕第nフ仁ルド値プ��CR

レコｰドn第1フィｰルド値�タプ�第2フィｰルド値�タブｰ��乏第nηルド値フ��CR

�11一ド･･1回←一1表終了のデルッ1タ(終了コｰド)������

く妻Nのデｰタ毒〉�������

��'��^1一■��11■■1�

注:タブ(タプコｰドASCIIコｰドで09H)

CR(リタｰンコｰド≡ASCIIコｰドで0DH)

第1図に標準デｰタファイル形式のイメｰジを示す.

現在設計されている標準デｰタファイル形式に準拠

した地質関連デｰタフォｰマットは,地形図,地質図,

地質断面図,地質柱状図,坑井デｰタ,岩石物性,重

力デｰタ,地質構造解析結果デｰタ,文献デｰタ等

である.

3｡標準デｰタファイル形式のファイル設計例

以下は,1つの表が1つのファイルに収納されてい

ることを想定している.3次元地質構造を表現するた

めに,水平･垂直の任意の2次元断面図デｰタを複

数枚作成し,その断面図間の関係を与えることによ

って1つの3次元地質構造を表現する(迫垣内ほ

か,1996).この関連するファイル群を地質断面図デ

ｰタ関連ファイルと呼ぶ.関連するデｰタファイルに

は,①凡例ファイル,②境界面関係ファイル,③境界

線分ファイルの3ファイルがある.

以下に関連するデｰタファイルの仕様を説明する.

①凡例ファイル

地質図に表示される凡例の岩種の略号や名称を

表すデｰタファイルである.また,1つの3次元地

質構造モデルに対して,1ファイルで構成できる.

②境界面関係ファイル

境界線分ファイル内の境界線分の関係を表すデｰ

タファイルである.また,1つの3次元地質構造モ

デルに対して,1ファイルで構成できる.この関係

〔2次元平面地質図〕

1一�

�
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<地質構造デｰタの図化例>

･㈱ア1ル11比例･/

東西断面1

境界繭番号

�

東西断面2

東西断面3

南北断面

東西断面

補助断面

←一東西断薗3

←一一東西断面2

←東西断面1

線分ε｡

＼

境界面関係ファ価

境界薗HO:繰分HO

第2図地質断面図デｰタ関連ファイルの関係
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策1表地質断面図デｰタ関連ファイルのデジタル比例

<凡例ファイル〉

固04-01問0D亘L4一見0K旺Ou

凡例ID凡例和名

^B沖積層･段丘堆積物

0^大阪層群上部

0B大阪層群下部

㏄大阪層群最下部

〈境界面関係ファイル>

}一04-01HODE昆U4-ROKKOu

断面図ID種別面番号面種別

刷0401SOSuF

問0401SO咀^昆G

冊O{01SO^百4

間040iSOAFlO

H0401SOムF一】

H0401SOムFI2

固0401SOAFI3

第1レコｰド

凡例英名←第2レコｰド

llllllllllトｰ

境界面線分ID

8000800180028003…≡00480058006

�〰�����〳�〴�〵�〶

�〵��㈵〳

��〵��

��

��

��

<境界線分ファイル〉

H04-01岨04-Ol-SO南北断面SO圧0KKOU一旺S-SO

線分1D凡例王D1凡例m2水平座標鉛直座標

8000一旺02701350

����㌵��㈵㌰

���㈵㌰㌲〳�　

8003一^r35003504-70

8004一^r50005005160

�〵����〵�　

を与えることによって,各断面図間の関係が明確

になり,2次元断面図から3次元地質構造への展開

が可能となっている.

③境界線分ファイル

1断面図内の地質帯の境界線や断層等の情報を

線分デｰタで表すデｰタファイルである.また,1

断面図に1ファイルが対応する.この境界線分ファ

イルは,水平･垂直断面のいずれの場合でも表現

可能となっている.通常は,東西,南北おのおの

垂直断面図を作成して,それに対応するおのおの

のデｰタファイルを作成することが基本であるが,

地質構造が複雑な場合,補助断面のデｰタファイ

ルを作成して,補完するケｰスもあり得る.

地質断面図デｰタ関連ファイルと実際の3次元地

質構造との関係を｢第2図地質断面図デｰタ関

連ファイルの関係｣に示す.また,そのデジタルフ

ァイル事例を｢第1表地質断面図デｰタ関連フ

ァイルのデジタル化例｣に示しておく.

左上経緯度11351500345000右上経緯度1135150034{000

㈸　

㌲　

㌵　

㌵〵〰〵〰

�〵㌰〴��㈰�〵�〶㌰

�〶���������㈰

�偃�㈱塡��

�ベンテアム�100MH2�

メモリｰ��32MB�

OS��W二ndows3.�1

��ハｰドディスク�

�dBASEVシステム130MB��

登祭済みDl∋��20MB�

�カラｰスキ中ナｰ��

�レ`サプリンタｰ��

�レｰザプリンタｰ��

第3図プロトタイプデｰタベｰスシステム構成
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遠隔地ユｰザ

く原デｰタ〉

地質調査デｰタ

ポｰリング

物性試験

地形､地質図

衛星画像

毅告書

文献等

市販ソフト

(表計算等〕

ディジタル化

支援ツｰル

r一一`くデiタベｰス管埋システム>1一一1■一1111一一一11■1一一一一一11一`一一一r

ディジタル

ファイル

ユｰザ･インタｰフェｰス

通信初トワｰク

デｰタベｰス

管理ツｰル

デｰタ変換標準フォｰマリト

ツｰルファ仙

:(既存標準化デｰタファイル)

z;ニイプシステム;

開発範囲

登録

更新

修正

追加

1切断

1結合

･一｣索引

分類

評価

(システム管理者機能)

基本1ユｰザ

ツｰル1

基本デｰタベｰス

(アｰカイヲ)検索!r'''.r

可視化表示=

変換=

コスタｰデｰタ表示1

変換ツｰル=

ファイル出力=

表示1

ワｰキング印刷=

�

デｰタベｰスミ｣....J

(ユｰザ利用機能);

_…

一一一r=暮春1111

第4図プロトタイプベｰスシステムの位置づけ

以上は実用上,表をファイルとして扱っている.ファ

イル中に複数の表が存在することもあるが,応用プロ

グラムのアクセスの一貫性から,1ファイル1表が単純

で扱い易い.複数表1ファイルも複数ファイルヘの分

解は容易である.

4｡デｰタベｰス管理システムについて

デｰタベｰス管理システムの機能概要について

のシステムのイメｰジ図を｢第4図プロトタイプベ

ｰスシステムの位置づけ｣に示す.標準デｰタファイ

ル形式に準拠した,基本デｰタ群の基本デｰタベｰ

スと検索結果や2次加工などされたファイル群のワ

ｰキングデｰタベｰスの2種類のデｰタベｰスで管

理される.

デｰタベｰス管理システムの開発は,プロトタイプ

をまず作成し,その後フル機能システムを作成する

2段階開発方式を採用し,プロトタイプ･システムの

作成を既に完了した.プロトタイプ･システムの主な

目的は,標準デｰタファイル形式のデｰタベｰスフ

ァイルとしての適合性の検証である.プロトタイプシ

ステムの開発対象範囲は,｢第4図プロトタイプベ

ｰスシステムの位置づけ｣の111111二11〕範囲である.

5.プロトタイプシステムの作成

プロトタイプ･デｰタベｰス･システムの位置づけ

としては,標準デｰタ形式に準拠した各種デｰタの

デジタル化を推進し,デジタル化されたデｰタファイ

ルのデｰタ管理,保守を実施しながら,デｰタの蓄積

を行うためのデｰタエントリｰおよびデｰタ管理シス

テムを実現するものとする.

収集デｰタについては,重力異常デｰタのような

日本全土を対象としたデｰタと,地形図や地質構造

デｰタのような限定された特定地域デｰタの2種に

大別される.プロトタイプでのデｰタ収集対象範囲と

しては,サンプル地域を設定し,そのサンブル地域に

おける地質関連デｰタを中心にデｰタベｰス化を打

っている.

また,プロトタイプ･デｰタベｰスのデｰタは,実用

タイプ･デｰタベｰスシステムにスムｰズに移行され

ることを基本としている.

1)プロトタイプ･デｰタベｰスシステムの構成

プロトタイプ･デｰタベｰスシステムの場合は,デ

ｰタエントリｰ,管理システムの考え方から,デｰタ処

理速度能力に対して高速処理を要求する機能が少な

いので,パｰソナルコンピュｰタでの次のようなシス

地質ニュｰス502号�
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策2表

デｰタベｰス機能系統図

対象デｰタ選択画面

地形図

詳細選択画面

標高

海岸線

行政区分

処理選択画面

登録

修正更新

検索

印字

ファイル

ファイル名入力画面

対象フ7イル検索画面

検索結果表示画面

修正画面

表示画面

印字画面

ファイル出力薗面

地質図

詳細選訳画面

図面索引一一一一→(以下｢地形図｣と同等機能)

l11丁(以下｢地形図｣と同等機能)

地質図断面図

(以下｢地形図｣と同等機能〕

(以下｢地形図｣と同響機能)

坑井デｰタ

岩石物性

詳,緬選択画面

(以下｢地形図｣と同等機龍〕

算.タ1■→(以下｢地形図｣と同等機能)

ヒ:二寮｢llllllllll

第5図メインメニュｰ

第7図

地質断面図処理メニュｰ

u燃秦6図}地質断面図サブメニュニ

第8図

地質断面図検索メニュｰ
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1国亟睡:=コ皿､:丁

2三さ他m也･悦加

{洲,田地.献'一コ回

百.､け他0他･㈱佃

6対!畠血5ム.{寸"

τ■伽;o百出.t血io

掌㌧茸霊隻:裏1;･一.

1訂｡他回目溢.{■t]o

1i'汕･帖･舛i0

唱..､!伽副i也･t式''19

13,I■4…800',.{■t･一口

第9図

カ'皿遁箭

も百'^u

�

�

0ヨ

的

○百

〶

脈

�

��

左上総贋産上冨疲

㎜蝸伽漏訓ξOO

正0ヨ欄0ポ'正1ヨ引5回0

π0345000垣一6冒一500

mヨ妬O00刃捌5回O'

m雪側00別渕500`

皿回3{5000垣一3百一500

湖コ個00醐引505

珂0045000〕≡エコ51目00

㎜3伽0ポ醐肺OO

蛇ヨ減d鉋強引5m

.揃糊口O醐帥b0

㎜…蛎画面O醐5卿㎡

珊鵡㎝回､1揃刷6

地質断面図検索結果(ファイルｰ覧)

鮎脇構二九喫{九卿辛

i[二亙画二ま

芋,.ヨ0回1∵㎜.

4筥回03一･虹

5宿00{一血

邑一善亘05-IC

暮.醐06一.t

,君007-10

1pa00トO回

I一富｡回日一6

泥､削0'切

1言拮0-1一､1岨

岬0

一ヨ500

筈　

��

もW

3冒盲0

���

n“呵

"〒50

120壷｡

�㌧　

1呂脱O

地質断面図テｰタ内容表示

第12図地質断面図可視化例2

榊一蝋;

第11図

地質断面図可視化例1

テム構成にした.

パｰソナルコンピュｰタ(NEC/PC9821Xa10)

����健�極�〰

内部メモリｰ16メガバイト(MB)

ノ､一ドディスク1GByte

光磁気ディスク230MB

スキャナｰ(HP-scanJet3C)

体

�捲�潦瑗楮摯�㌮��

第13図標高デｰタ可視化例

第14図坑井デｰタ可視化例

べ一スシステム

ボｰランド社

開発言語

Microso丑

ボｰランド社

摂��噦�坩���

MS-C言語

dBASEY内部プログラム言語
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策3表

登録済みデｰタｰ覧表

H0�項目�項目詳細�デｰタ名称�容盈�デｰタ元�利用翻限�備考

������

��標高�京麹及犬駁�1.O�地図切タｰ�利周申請要�250団

1���秋田�1.O�地図センタｰ�利用申請要�250皿

���穴秤デ〃エ"ア�1.0�地図酬一�利用申請要�250耐

���仙岩モデルエ叩ア�1.o�地図セ〃一�利用事講要�250面

�地形図�海岸線､�京都及大阪�O.5�地図センタｰ�利用申…脅要�2次メ{

2��行政界�秋田�O,5�地図センタｰ�利用申言肯要�2次メ7シュ

���六甲モデルエ叩了�O.2�地図センタｰ�利用申請要�2次メブシュ

���仙岩モデルエ叩ア�O.2�地図センタｰ�利用申請婁�2次メブシュ

3��河川�京都及大阪�O.2�地図セ〃一�利用申請要�2次メブシュ

���秋田�O.2�地図センタｰ�利用車講要�2次メ〃ユ

4��鉄道･道路�京都及大阪�O.2�地図セプタｰ�利用中諸要�2次メ桃

���秋田�O,2�地図セプタｰ�利用申請要�2次メコシェ

5��表層地質�六甲モテ"工灯�0.1�新規作成�なし�特別工灯

���仙岩モテ'ルエ明ア�O.1�新規作成�なし�特別エリア

6�地質図�断面図�六甲モテ'拠"�0.2�新規作成�なし�特別工〃

���仙岩モデルエ,ア�O.2�新規作成�なし�特別工1j了

7��柱状デｰタ�六畔テ`肌〃�o.03�新規作成�なし�特別工灯

���仙岩モテ'ルエリア�O.03�新規作成�なし�特別エリア

8��未公表物性�たい積岩関係�O.O冒�地調ほか�一部制限あり�地調rePOrt

�物性試験������Ho2斗4等

9��新規3軸試験��O.03�地調はか�なし�花開岩関係等

lo�重力デｰタ�ブｰゲ異常�近鰹�6.O��利周許可要�

���秋田�6.0��利用許可要�

u�文献�一般文献�本欄査の参考文献05��新規作成�なし�

��可視簗舎欝�綴告欝テ.一歩�0.05�新規作成�なし�

12�構造解析�解析結果��O.6�新規作成�なし�

�デｰタ������

13�イメｰジ�可視黎告欝一��lOO～�新規作成�なし�

�デｰタ�その他�����

注:容盟換算は､テ榊十dbfの合計値

2)デｰタベｰスのデｰタ管理体系

プロトタイプ･デｰタベｰスではサンプル地域のデ

ｰタ収集カミ主になるので,デｰタ管理の主体をサン

ブル地域べ一スとする.将来的には,汎用性のある

緯度･経度で分割されているメッシュコｰド管理に移

行可能とし,フル機能タイプ(タｰゲットシステム)で

はその実現を目標とする.

3)デｰタベｰスシステムの機能概要

パソコンのWindows(3.1,95,NT)上で稼働するデ

ｰタ管理システムとする.市販のリレｰショナルデｰ

タベｰスシステムの｢dBASE-V｣をデｰタベｰス管

理のべ一スシステムとし,その上にMS-C言語による

エｰザインタｰフェイス等のコｰドを作成した.

以下に,その機能概要について示しておく.

①デｰタ入力(追加)機能

デｰタ種別別に,標準デｰタ形式のデｰタをデｰ

タベｰス論理構造に合わせながら,デｰタ登録を

行う.

②デｰタ更新機能

デｰタベｰス内のデｰタ更新を数値情報べ一スで

行う.なお,地形,地質情報などの図形情報を画

面上に図形表示し,図形情報を直接変更する機能

は現在作成中である.

③デｰタ削除機能

ファイルまたは,レコｰド単位のデｰタ削除を行

う.

④デｰタ更新履歴機能

デｰタの入力,更新,削除される毎にデｰタの更

新履歴を,デｰタ更新履歴ファイルに記憶する.

⑤デｰタ検索機能

デｰタ種別,モデル地域,地点(メッシュコｰド)

等の検索条件設定に従った,デｰタの検索を行う.

検索条件設定は,メニュｰ選択方式及び個別条件

設定の混合方式とする.

⑥デｰタ表示･印刷機能

デｰタベｰス内デｰタの表示･印刷機能は,数値

1996年6月号�
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情報の形で表示,印刷する.地形情報などの図形

情報の図形表示,印刷する機能も付加する.

⑦標準フォｰマットのデｰタ変換機能

デｰタベｰス内デｰタを標準デｰタフォｰマットに

変換し,デｰタ交換用媒体(F/Dなど)との入出

力を行う.

6,プロトタイプデｰタベｰスシステムの位置づけ

本デｰタベｰスは,地質条件の長期変動予測シス

テムの研究開発利用を前提としており,地質調査や

地質条件の長期予測システム,また,その予測結果

の可視化システムに対するデｰタ管理システムとし

て位置づけられている.構造解析及び可視画像化の

各サブシステムは,利用者保有のコンピュｰタシステ

ムを使用して,各サブシステムを実現する.

デｰタの受け渡しは,外部ファイルインタｰフェイ

ス(CGMT,FD,MO等)で行われる.

7.まとめ

デｰタベｰス管理システムの作成にあたり,必須

デｰタと思われる項目,地質柱状図,地形図デｰタ,

地質図デｰタ,地質断面図デｰタ,坑井デｰタ,岩石

物性デｰタ,重力デｰタ,文献デｰタについての標準

デｰタファイル形式の設計を行った.

プロトタイプ･デｰタベｰスシステムのコｰド作成

については,ファイル論理構成をメッシュ管理,サン

プル地域管理などの複数索引管理を行えるように検

討し,デｰタベｰス内のデｰタファイル仕様は,標準

デｰタファイル仕様とした.

また,プロトタイプ･デｰタベｰスシステム作成作業で

デｰタ収集とデジタル化に関する以下の課題点が明

石膏になった.

①部外秘扱いのデｰタが多く,デｰタ収集がなか

なか進まない.

②地質図等のデジタル化には,地質等専門知識が

必要であり,デジタル化作業工数をそれなりに見

込んでおく必要がある.

③デｰタ入力ツｰルの強化が必要

以上の課題の解決をはかりながら,扱い易いデｰタ

ベｰス･システムの開発を進めているところである.
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